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「
衆
方
規
矩
」
は
、
今
日
で
も
、
多
く
の
人
々
に
利
用
さ
れ
て

い
る
医
方
書
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
明
な
点
が
多
い
。
そ

の
第
一
は
本
書
が
江
戸
時
代
を
通
し
て
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
っ

た
た
め
、
版
種
が
す
こ
ぶ
る
多
く
、
書
誌
学
的
に
繁
雑
で
あ
る
点

で
あ
る
。
第
二
は
、
編
墓
者
の
問
題
で
あ
り
、
一
般
に
は
初
代
曲

直
瀬
道
三
原
著
、
二
代
目
道
三
（
玄
朔
）
増
補
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
実
際
に
は
本
書
に
編
墓
者
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
本
発

表
で
は
、
原
編
蟇
者
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
お
こ
な
っ
た
。

江
戸
時
代
の
書
籍
目
録
で
は
『
衆
方
規
矩
』
の
編
者
を
「
道

三
」
と
記
し
、
『
衆
方
規
矩
」
の
別
名
で
あ
る
『
百
升
方
』
の
編

者
を
「
玄
冶
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
『
衆
方
規
矩
』

の
編
纂
者
は
道
三
か
岡
本
玄
冶
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
た
。
こ
と

に
岡
本
玄
冶
（
一
五
八
七
’
一
六
四
五
）
は
、
最
も
旧
い
「
衆
方

規
矩
』
（
一
六
五
八
）
（
以
下
「
衆
方
規
矩
』
）
の
賊
文
に
附
さ
れ
た
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「
衆
方
規
矩
」
の
編
墓
者
の
問
題

遠
藤
次
郎
・
中
村
輝
子

寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
に
は
存
命
で
あ
り
、
直
接
編
纂
に
関

与
し
た
可
能
性
が
高
い
。

江
戸
の
書
籍
目
録
で
は
「
百
升
方
、
玄
冶
」
に
併
記
し
て
「
七

十
方
、
玄
冶
」
と
あ
り
、
両
書
の
関
連
性
が
う
か
が
わ
れ
た
。

『
七
十
方
」
は
玄
冶
の
『
燈
下
集
」
の
別
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
衆
方
規
矩
』
と
『
燈
下
集
」
の
内
容
の
比
較
検
討
を
お
こ
な
っ

た
。

①
「
燈
下
集
』
は
七
○
の
基
本
処
方
を
選
び
、
『
衆
方
規
矩
』

は
一
二
○
の
基
本
処
方
を
選
ぶ
と
い
う
点
で
編
纂
の
意
図
が
共
通

し
て
い
る
。
両
言
の
五
五
処
方
が
共
通
し
て
い
る
。
②
両
書
の
医

案
の
部
分
が
し
ば
し
ば
一
致
す
る
。
③
両
書
と
も
に
処
方
名
を

「
九
文
（
敗
毒
散
）
」
「
和
腹
（
三
和
散
）
」
「
医
王
（
補
中
益
気
湯
）
」

な
ど
と
、
特
殊
な
表
現
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
特
殊
な
処
方

名
は
玄
冶
の
関
連
医
書
に
し
か
見
出
せ
な
い
。
①
～
③
の
共
通
点

か
ら
、
『
衆
方
規
矩
』
は
「
燈
下
集
』
と
同
様
に
、
岡
本
玄
冶
関

連
の
医
方
書
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
た
。

次
に
、
『
衆
方
規
矩
」
を
内
容
の
面
か
ら
検
討
し
た
い
。
『
白
文

衆
方
規
矩
」
「
参
考
衆
方
規
矩
』
（
一
六
九
四
）
に
は
全
処
方
の
出

典
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
参
考
に
し
な
が
ら
再
検
討
す
る
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と
、
「
衆
方
規
矩
』
の
一
二
○
処
方
中
の
七
割
以
上
の
処
方
が

『
万
病
回
春
」
二
五
八
七
）
を
は
じ
め
と
す
る
翼
廷
賢
の
医
方
害

か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
引
用
さ
れ
た
墨
廷
賢
の

著
作
の
う
ち
、
『
寿
世
保
元
』
二
六
一
五
）
と
『
済
世
全
書
」
（
一

六
一
六
）
の
中
国
に
お
け
る
出
版
は
初
代
道
三
の
没
年
（
一
五
九

四
）
よ
り
後
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
『
衆
方
規
矩
」
の
初
代

道
三
著
作
説
は
完
全
に
否
定
さ
れ
る
。

次
に
玄
朔
と
の
関
連
を
検
討
し
た
い
。
『
衆
方
規
矩
」
が
最
も

数
多
く
引
用
し
て
い
る
『
万
病
回
春
』
が
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
の

は
玄
朔
の
時
代
で
あ
り
、
現
在
で
も
慶
長
一
二
年
（
一
六
○
七
）

に
玄
朔
に
よ
り
出
版
さ
れ
た
「
万
病
回
春
』
が
存
在
す
る
。
ま

た
、
玄
朔
の
晩
年
の
医
書
、
「
旧
新
雑
方
』
二
六
二
一
）
、
『
医
方

縄
墨
」
（
一
六
二
二
）
、
「
医
法
権
衡
」
（
一
六
二
九
）
に
は
「
万
病

回
春
」
が
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
医

方
書
は
、
玄
朔
が
初
代
道
三
か
ら
継
承
し
た
「
旧
方
」
と
「
万
病

回
春
」
な
ど
の
新
渡
来
の
「
新
方
」
と
の
「
雑
方
」
か
ら
成
り
、

「
衆
方
規
矩
」
の
よ
う
に
後
者
が
大
半
を
占
め
る
こ
と
は
な
い
。

ま
た
、
翼
廷
賢
の
医
書
『
寿
世
保
元
」
「
済
世
全
書
』
か
ら
の
引

用
は
み
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
玄
朔
が
直
接
『
衆
方
規
矩
」

を
編
墓
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

『
万
病
回
春
」
と
玄
朔
、
玄
冶
と
の
関
連
を
示
す
興
味
深
い
話

が
桐
井
玄
淑
の
『
本
朝
名
医
略
記
』
に
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、

玄
朔
が
玄
冶
に
対
し
て
、
新
渡
来
の
「
万
病
回
春
」
を
「
吾
が
有

と
な
す
べ
し
」
と
し
て
与
え
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

以
上
の
点
を
総
合
す
る
と
、
『
衆
方
規
矩
」
は
玄
朔
の
医
学
を

継
承
し
た
岡
本
玄
冶
の
段
階
で
編
纂
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
た
だ
し
、
玄
冶
自
身
の
著
書
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
考
え
合

わ
せ
る
と
、
『
衆
方
規
矩
」
は
、
啓
迪
院
（
玄
朔
か
ら
玄
冶
に
継
承

さ
れ
た
教
場
）
で
の
玄
冶
の
講
義
を
基
に
、
弟
子
達
が
編
纂
し

た
、
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

本
研
究
は
、
本
学
卒
研
生
、
井
原
綾
子
さ
ん
の
協
力
を
得
、
科

学
研
究
費
補
助
金
特
定
領
域
研
究
「
我
が
国
の
科
学
技
術
黎
明
期

資
料
の
体
系
化
に
関
す
る
調
査
・
研
究
」
（
一
四
○
二
三
一
○
四
）

の
一
環
で
行
っ
た
。

（
東
京
理
科
大
学
薬
学
部
漢
方
研
究
室
）


